
2026年 2月 1日 （朝 10：30-11：30） 

聖 日 礼 拝 司会 城尾マコト 

前 奏 全員黙祷  「新聖歌 23番」 

招 詞 マタイ福音書 5章 43～44節(新 7頁) 司会者 

頌 栄 ♪新聖歌 60番 

主の祈り  全 員 

使徒信条  全 員 

交読文 新改訳 50番 イザヤ 53章 919頁 司会者・全 員 

聖 書 マタイ福音書 5章 39～41節(新 7頁) 司会者 

讃美歌 ♪新聖歌 108 丘に立てる荒削りの 

祈 祷 司会者による祈り 

 ♪子供達の祝福の為の賛美 484番 

聖餐式 ♪新聖歌 52 備え給いし 

讃美歌 ♪新聖歌 149 いつ主は来り給うや 

メッセージ 「愛で報いなさい」 城尾淳一 

讃美歌 ♪新聖歌 446 あなたの罪過ちは 

    証とお知らせの時間 

献 金 ♪新聖歌 55番 

頌 栄 ♪新聖歌 63番 

祝 祷  城尾マコト牧師 

後 奏 全員黙祷 ♪新聖歌 59番 
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イエス様の山上の説教 
イエス様が約 30歳で公の伝道を始められ、ガリラヤ全地を巡り歩いて教
えを説き、病をいやされると、多くの人々が「待ち望んだ救い主メシアに違
いない」とついて行きました。イエス様は丘に登り、そこで人々に語りかけ
られました。これが後に「山上の説教」として世界的に有名となるイエス様
の教えです。 
 
右の頬を打つなら左の頬も 
当時、イスラエルはローマ帝国の支配下にありました。人々はイエス様がロ
ーマを倒してくれることを期待していましたが、イエス様は暴力的な革命で
はなく、愛と非暴力的な抵抗を語られました。「右の頬を打つなら、ほかの
頬をも向けてやりなさい」という教えは、当時の文化では右の頬を打つの
は手の甲で平手打ちをする侮辱的な行為でした。左の頬も差し出すとは、
「その右の拳で殴れ、私はあなたと対等だ」という意味であり、暴力に訴え
ずに相手と対等になることを教えられました。 
 
知恵に満ちた非暴力的抵抗 
「1マイル行かせようとするなら 2マイル行きなさい」も同様です。ローマ
法では 1マイルまでしか荷物運びを強制できず、それを超えるとローマ兵
が罰を受けます。イエス様は、不正と屈辱に満ちた世界の中で、心折れずに
自分の主導権を取り返しなさいと教えられました。 
 
敵を愛し、迫害する者のために祈れ 
イエス様は「敵を愛し、迫害する者のために祈れ」と言われました。イエス様
の救いは特定の人だけでなく、住民を苦しめていたローマも対象でした。
迫害する敵すらも愛するこの教えは、人の感情や力だけでは届きません。
だからこそイエス様は、不正や屈辱に対して、怒りや暴力ではなく、愛と知
恵をもって向き合う道を示されました。 
 
神様に委ねる 
私たちの心には「恨みノート」があるかもしれません。心を無にして忘れよ
うとしても、思い出して憎しみが再発し、自分自身が苦しみます。複雑な事
情がある人、超えてはならない一線を越えられた人、大切なものを奪われ
た人もいます。しかし、神様にはできないことは何もありません。失ったも
の、奪われたもの、大切なものを、神様が全部取り戻してくださいます。赦
せなくてもいいのです。ただ神様が助けてくれると信じましょう。本当に憎
い相手だからこそ、愛をもって報いるということは、神様が私たちの力に
なってくれることなのです。 
 

城尾淳一 

 マタイ 5章 39～44節「愛で報いなさい」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日之影キリスト教会 

週報 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 住  所 】 

〒882-0402 宮崎県西臼杵郡日之影町岩井川 2724-1 

 

【 献金口座 】 

■ 宮崎銀行 高千穂支店 普通 117216 城尾マコト 

■ ゆうちょ銀行 店名 四一八 店番 418 普通 3873744 

記号 14140 番号 38737441 城尾マコト 

 

 

主 の 祈 り 
 天にまします我らの父よ、ねがわくばみ名をあがめさせ給
え、御国を来らせ給え、御心の天になるごとく地にもなさせ
給え。 
我らの日用の糧を今日も与え給え、我らに罪をおかすものを
我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆるし給え。 
我らをこころみにあわせず、悪より救い出し給え。 
国と力と栄とは限りなく汝のものなればなり。 

アーメン 
 

使 徒 信 条 
我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子
我らの主、イエス・キリストを信ず。主は聖霊によりてやどり
処女マリヤより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受
け十字架につけられ、死にて葬られ、陰府に下り、三日目に
死人の内よりよみがえり、天に昇り、全能の父なる神の右に
坐したまえり。 
 
かしこより来りて、生ける者と死ねる者とを審きたまわん。
我は聖霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪の赦
し、身体のよみがえり、永遠の生命を信ず。    

アーメン 
 

子供讃美歌 484神様ありがとう 
神さまありがとう 今朝受けた恵みと 
心の糧を 感謝します 
神の子供として 歩んでいけるように 
いつもそばにいて お守りください 
 
父なる神さま 御子なるイエスさま 
御霊の神さまに ハレルヤ アーメン 

 


